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参
加
者
か
ら
の
報
告

２
月
11
日
の
寒
い
朝
、
35

名
が
新
宿
西
口
に
集
合
。

高
速
道
路
を
走
り
に
走
り

12
時
30
分
、
豊
田
市
山
之
手

公
園
に
到
着
し
ま
し
た
。

早
速
の
ぼ
り
を
立
て
、
署

名
集
め
。
総
行
動
集
会
開
会

前
の
短
い
時
間
で
し
た
が
、

全
員
で
１
９
９
筆
の
成
果
。

ガ
ン
バ
リ
ま
し
た
。

会
場
壇
上
か
ら
増
田
事
務

局
長
の
力
の
こ
も
っ
た
報
告

も
、
身
内
の
ひ
い
き
目
か
も

し
れ
な
い
が
、
一
番
良
い
報

告
で
し
た
。
（
写
真
下
、
右
端

が
増
田
さ
ん
中
央
杉
野
さ
ん
）

集
会
後
、
ト
ヨ
タ
本
社
ま

で
デ
モ
行
進
の
後
、
歩
道
を

利
用
し
て
35
名
で
ミ
ニ
社
前

集
会
。
「
ト
ヨ
タ
は
大
気
汚

染
公
害
の
責
任
を
と
れ
！
」

と
規
模
は
小
さ
く
と
も
気
合

い
の
入
っ
た
元
気
な
シ
ュ
プ

レ
ヒ
コ
ー
ル
で
す
。

気
分

よ
く
帰
途
に
つ
き
ま
し
た
。

お
世
話
い
た
だ
い
た
役
員
さ

ん
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

し
た
。

墨
田
・
江
東
支
部田

島
高
則

国
会
議
員
要
請
行
動

２
回
お
こ
な
い
ま
し
た

「
国
に
新
た
な
救
済
制
度
」

を
求
め
る
請
願
署
名
提
出
の

た
め
の
紹
介
議
員
を
要
請
す

る
行
動
を
お
こ
な
い
ま
し
た
。

１
月
30
日
は
24
名
＋
弁
護

団
2
名
の
計
26
名
で
、
環
境

委
員
の
議
員
に
要
請
し
ま
し

た
。
当
日
は
川
崎
の
患
者
会

も
地
元
選
出
議
員
要
請
を
お

こ
な
い
、
両
患
者
会
合
わ
せ

て
5
名
の
紹
介
議
員
が
獲
得

で
き
ま
し
た
。

2
月
22
日
は
患
者
25
名
＋

弁
護
団
1
名
＋
葛
飾
連
絡
会

か
ら
3
名
の
応
援
が
あ
り
、

東
京
選
出
の
議
員
に
要
請
を

し
ま
し
た
。

で
き
る
だ
け
地
元
の
患
者

が
要
請
を
す
る
の
が
効
果
的

で
す
。
結
果
が
楽
し
み
で
す
。

文
京
支
部
の
向
田
支
部
長

は
地
元
の
議
員
事
務
所
も
要

請
す
る
つ
も
り
と
意
欲
的
で

し
た
。

ト
ヨ
タ
総
行
動
と
は
？

２
０
０
５
年
頃
か
ら
ト

ヨ
タ
自
動
車
は
世
界
の
中

で
も
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
の
売

上
を
誇
る
よ
う
に
な
り
ま

し
た
。
し
か
し
、
末
端
の

労
働
者
は
過
酷
な
状
況
下

で
使
い
捨
て
を
さ
れ
る
。

そ
こ
で
ト
ヨ
タ
自
動
車

の
本
社
が
あ
る
愛
知
県
豊

田
市
で
、
愛
知
県
の
労
働

組
合
が
中
心
に
な
り
、
様
々

な

団

体

が

参

加

を

し

て

「
不
正
規
雇
用
労
働
者
の

権

利

を

守

る

」

こ

と

や

「
大
企
業
は
労
働
者
に
利

益
を
還
元
せ
よ
！
」
と
は

じ
ま
り
、
大
企
業
の
社
会

的
責
任
を
問
う
と
こ
ろ
に
、

私
た
ち
患
者
会
が
求
め
る

も
の
と
重
な
り
、
ト
ヨ
タ

総
行
動
に
参
加
す
る
よ
う

に
な
り
ま
し
た
。

み
な
さ
ん
に
ご
協
力
い

た
だ
い
て
集
め
た
「
国
会

請
願
署
名
」
を
提
出
す
る

に
は
、
国
会
議
員
に
紹
介

議
員
に
な
っ
て
い
た
だ
か

な
く
て
は
な
り
ま
せ
ん
。

集
会
で
は
横
断
幕
を
持
っ
て
参
加
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連
日
の
よ
う
に
中
国

の
大
気
汚
染
が
報
道
さ

れ
て
い
ま
が
、
あ
の
光

景
は
高
度
成
長
期
と
言

わ
れ
た
60

年
代
に
は
日

本
で
も
各
地
で
見
ら
れ

た
光
景
で
す
。
そ
の
頃

大
気
汚
染
被
害
に
苦
し

ん
だ
患
者
は
、
他
人
事

で
は
な
く
観
て
い
る
こ

と
で
し
ょ
う
。

実
は
Ｐ
Ｍ
2.5
に
つ
い
て
、

私
た
ち
患
者
会
は
強
い
思
い

が
あ
り
ま
す
。

大
気
汚
染
裁
判
の
和
解
に

応
じ
る
条
件
の
一
つ
が
Ｐ
Ｍ

2.5
の
環
境
基
準
制
定
で
し
た
。

裁
判
が
終
わ
る
（
07
年
）
と

休
む
間
も
な
く
、
環
境
省
の

尻
を
叩
い
て
環
境
基
準
を
創

ら
せ
ま
し
た
。
09
年
の
こ
と

で
す
。

そ
う
し
た
と
こ
ろ
で
、

こ
の
基
準
を
ク
リ
ア
し

い
る
の
は
、
都
内
の
測

定
局
28
の
う
ち
、
わ
す

か
2
局
し
か
な
い
こ
と
が

わ
か
り
ま
し
た
。
確
か
に
見

た
眼
で
は
中
国
の
映
像
は
恐

ろ
し
く
見
え
ま
す
が
、
実
は

Ｐ
Ｍ
2.5
は
目
に
見
え
ず
臭
い

も
な
く
、
す
で
に
私
た
ち
の

周
り
に
存
在
し
て
い
る
の
で

す
。
マ
ス
ク
な
ど
も
通
り
抜

け
る
ほ
ど
小
さ
な
粒
子
で
あ

る
Ｐ
Ｍ
2.5
は
呼
吸
器
疾
患
・

心
臓
病
・
肺
が
ん
な
ど
の
原

因
に
な
る
と
い
わ
れ
て
い
ま

す
。

だ
か
ら
、
私
た
ち
患

者
会
は
環
境
省
・
国
交
省
に

「
測
定
を
し
て
、
防
止
対
策

を
」
と
求
め
て
き
ま
し
た
。

最
大
の
発
生
源
で
あ
る
都
内

を
走
行
し
て
い
る
デ
ィ
ー
ゼ

ル
自
動
車
は
、
か
つ
て
の
よ

う
な
黒
い
煤
は
見
受
け
ら
れ

ま
せ
ん
が
、
実
は
も
っ
と
怖

い
Ｐ
Ｍ
2.5
を
排
出
し
て
い
る

の
で
す
。

国
に
新
た
な
救
済
制
度
創

設
を
求
め
て
患
者
を
救
済
す

る
こ
と
と
、
被
害
者
発
生
を

防
ぐ
た
め
の
公
害
対
策
。
私

た
ち
は
こ
の
二
つ
を
両
輪
と

し
て
い
か
な
く
て
は
と
、
あ

ら
た
め
て
思
い
ま
す
。

編
集
者

石
川
牧
子

予定とお知らせ
２月
25日（月）まちづくり委員会13:00～

26日（火）財政検討委員会10:00～

第７回環境省との勉強会15:30～

あおぞら連絡会理事会18:30～

28日（木）首都圏救済懇談会18:00～

３月
1日（金）会計監査18:00～

2日（土）豊島支部総会11:00～

3日（日）全国患者会幹事会（大阪）10:00～

4日（月）あおぞら連絡会常任理事会14:00～

5日（火）弁護団会議10:00～

事務局会議15:00～

6日（水）全国大気連13:00～

8日（金）中野杉並あおぞら連絡会10:00～

9日（土）臨時三役会議10:00～

合同幹事会13:30から

10日（日）公害総行動実行委員会10:00～

14日（木）健康づくり委員会13:00～

15日（金）東京民医連との定期協議10:00～

国会議員要請行動14:00～

18日（月）弁護団会議18:00～

19日（火）事務局会議10:00～

21日（木）北支部王子班会議13:00～

大田支部会議13:00～

足立支部幹事会14:00～

23日（土）三役会議10:00～

25日（月）まちづくり委員会13:00～

板橋区交渉14:00～

江東墨田あおぞら連絡会18:00～

27日（水）品川支部八潮班会議13:00～

28日（水）北区連絡会13:30～

31日（日）患者会合同総会13:30～

原告団・患者会
合同総会のお知らせ

日時 2013年3月31日(日)
13:00～

場所 アカデミー茗台
レクリェーションホール

※２月中に会員のみなさまに総会のご
案内が発送されます。往復ハガキになっ

ておりますので出欠をご返信ください。
総会に出席できない場合は、委任状と

して扱われます。会員の参加、委任状の

数が満たないと総会が成立いたしません
ので、よろしくお願いいたします。

今年は大きな節目になる年です。
多くの会員のみなさんの参加をお願
いいたします。

Ｐ
Ｍ
2.5
っ
て
何
！

最
近
よ
く
テ
レ
ビ
等
で
話
題
に
な
っ
て
い
ま
す
よ
ね
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中
野
・
杉
並
支
部

「
新
春
ぜ
ん
息
交
流
会
」

ひ
ら
く

１
月
26
日
午
後
、
医
療
法

人
財
団
健
友
会
健
康
友
の
会

の
後
援
を
い
た
だ
き
、
「
新

春
ぜ
ん
息
交
流
会
」
を
17
名

の
参
加
で
行
い
ま
し
た
。

恒
例
と
な
っ
て
い
る
、
共

立
診
療
所
松
永
医
師
の
「
呼

吸
器
疾
患
の
治
療
と
管
理
に

つ
い
て
」
は
、
ぜ
ん
息
発
作

の
原
因
に
は
、
風
邪
に
よ
る

も
の
や
、
ホ
コ
リ
、
天
候
、

疲
労
、
睡
眠
不
足
な
ど
あ
り

ま
す
が
、
意
外
と
知
ら
れ
て

い
な
い
の
が
「
ア
ル
コ
ー
ル
」

に
よ
る
誘
発
が
あ
る
の
で
要

注
意
し
て
ほ
し
い
と
の
お
話

し
に
、
参
加
者
か
ら
「
ビ
ッ

ク
リ
！
！
」
の
声
が
発
せ
ら

れ
ま
し
た
。

参
加
者
か
ら
「
イ
ン
フ
ル

エ
ン
ザ
予

防
の
効

果
は
」

「
雪
や
寒
さ
な
ど
天
候
不
順

時
の
外
出
時
の
注
意
は
」
な

ど
質
問
が
出
さ
れ
ま
し
た
。

１
つ
１
つ
わ
か
り
や
す
く

「
ぜ
ん
息
疾
患
の
治
療
と
管

理
」
に
つ
い
て
お
話
し
い
た

だ
き
ま
し
た
。

渋
谷
共
同
法
律
事
務
所
の

原
弁
護
士
か
ら
「
こ
れ
か
ら

の
救
済
制
度
創
設
を
め
ざ
す

た
た
か
い
と
情
勢
」
に
つ
い

て
報
告
し
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。
新
年
の
ス
タ
ー
ト
と
し

て
、
松
永
先
生
、
原
弁
護
士

の
お
話
を
伺
い
な
が
ら
、
美

味
し
い
軽
食
を
い
た
だ
き
、

そ
し
て
「
国
に
新
し
い
救
済

制
度
創
設
」
さ
せ
る
た
め
、

運
動
を
も
う
一
回
り
広
げ
よ

う
参
加
者
全
員
で
申
し
合
わ

せ
を
し
ま
し
た
。

中
野
・
杉
並
支
部

進
藤
光
子

医
師
会
か
ら
の

団
体
署
名
提
出

２
月
19
日
（
火
）
東
京

都
知
事
本
局
宛
て
に
、
東
京

都
地
域
医
師
会
か
ら
の
「
東

京
都
医
療
費
助
成
の
存
続
を

求
め
る
」
団
体
署
名
を
提
出

し
ま
し
た
。

昨
年
６
月
に
16
の
地
域
医

師
会
か
ら
の
署
名
を
提
出
し

て
い
ま
す
の
で
、
今
回
の
11

医
師
会
を
合
わ
せ
る
と
27
の

地
域
医
師
会
か
ら
賛
同
が
寄

せ
ら
れ
ま
し
た
。
み
ん
な
で

地
域
医
師
会
に
要
請
を
重
ね

た
成
果
で
す
。
こ
れ
か
ら
も

拡
大
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

1/26

港
区
道
路
環
境
見
学

バ
ス
ツ
ア
ー

港
区
道
路
環
境
見
学
バ
ス

ツ
ア
ー
が
1
月
26
日
に
行
わ

れ
ま
し
た
。
参
加
者
は
患
者

会
か
ら
10
名
の
ほ
か
、
港
区

ま
ち
創
り
研
究
会
（
ま
ち
研
）

や
、
し
ば
く
さ
友
の
会
の
方
々
、

加
え
て
東
京
大
気
裁
判
弁
護

団
の
鶴
見
祐
策
先
生
や
、
港

区
議
会
議
員
の
熊
田
ち
づ
子

氏
、
南
葛
勤
医
協
専
務
理
事

の
窪
田
光
氏
、
さ
ら
に
は
東

京
都
建
設
局
か
ら
3
名
の
参

加
で
、
総
勢
26
名
と
大
変
に

ぎ
わ
い
ま
し
た
。

港
区
内
の
主
要
幹
線
道
路

の
植
栽
状
況
や
自
転
車
走
行

空
間
な
ど
を
見
学
し
て
回
り

ま
し
た
。
国
道
15
号
線
と
都

道
415
号
線
が
交
わ
る
泉
岳
寺

交
差
点
は
激
甚
交
差
点
と
さ

れ
て
お
り
、
バ
ス
か
ら
下
車

し
現
地
お
よ
び
す
ぐ
近
く
に

あ
る
第
一
京
浜
高
輪
自
動
車

排
ガ
ス
測
定
局
を
見
学
し
ま

し
た
。

国
道
480
号
線
で
は
江
南
地

区
の
400m

の
区
間
に
、
車
道

の
両
側
に
自
転
車
レ
ー
ン
が

あ
る
の
を
見
学
し
ま
し
た
。

自
転
車
レ
ー
ン
の
外
側
に

路
上
の
駐
車
ス
ペ
ー
ス
が
設

け
ら
れ
て
お
り
、
自
動
車
は

そ
こ
に
駐
車
さ
れ
て
い
ま
し

た
。
自
転
車
レ
ー
ン
上
に
停

め
ら
れ
て
い
る
自
動
車
は
一

台
も
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

港
区
の
沿
道
の
植
栽
は
乏
し

く
、
そ
れ
も
落
葉
樹
が
中
心

で
し
た
。
大
気
浄
化
作
用
が

見
込
め
る
常
緑
の
高
木
、
中

木
を
植
え
る
必
要
が
あ
り
ま

す
。
見
学
の
後
は
、
参
加
者

で
学
習
会
を
開
き
ま
し
た
。

事
務
局

冨
田

隼
人

患
者
会
の
支
部
活
動
報
告

松崎課長（左）に代表が手渡しました。

みんなの視線の先は測定局、写真左
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大
田
支
部
新
年
会

二
月
４
日
に
大
田
・
品
川

（
ゆ
た
か
班
）
と
の
合
同
新

年
会
を
行
い
ま
し
た
。

開
会
挨
拶
を
支
援
の
加
藤

郁
子
さ
ん
に
、
同
じ
く
伊
藤

茂
雄
さ
ん
に
乾
杯
の
音
頭
を

取
っ
て
も
ら
い
、
参
加
者
28

名
で
の
宴
と
な
り
ま
し
た
。

三
人
の
弁
護
団
（
西
村
弁

護
士
・
尾
崎
弁
護
士
・
堀
弁

護

士
）
の
お

話
と
、

国
労

（
労
働
団
体
）
の
藤
野
さ
ん

か
ら
の
お
話
で
大
気
の
署
名

に
大
変
な
ご
努
力
を
い
た
だ

き
ま
し
た
こ
と
、
あ
た
め
て

感
謝
す
る
次
第
で
す
。

ま
た
大
田
支
部
会
員
の
林

田
法
子
さ
ん
の
初
参
加
は
と

て
も
嬉
し
く
、
あ
り
が
た
い

こ
と
と
思
い
ま
し
た
。

品
川
あ
お

ぞ
ら
連

絡
会

（
支
援
）
の
土
田
さ
ん
・
唐

沢
さ
ん
か
ら
、
み
な
ま
た
シ

ン
ポ
ジ
ウ
ム
と
ゆ
た
か
診
療

所
の
建
設
基
金

共
同
募
金

に
つ
い
て
の
要
請
が
あ
り
ま

し
た
。

事
務
局
か
ら
は
大
越
・
石

川
さ
ん
の
参
加
が
あ
り
ま
し

た
。
大
田
支
部
を
代
表
し
て

川
上
さ
ん
か
ら
の
挨
拶
・
佐
々

木
満
郎
さ
ん
の
尺
八
で
な
ご

ん
で
、
支
援
の
東
海
林
さ
ん

の
中
締
め
で
楽
し
い
宴
を
終

え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

差
し
入
れ
を
頂
い
た
豊
の

青
木
さ
ん
・
司
会
を
し
て
い

た
だ
い
た
丸
茂
さ
ん
・
大
島

さ
ん
・
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。

ま
た
、
買
い
物
や
準
備
を

手
伝
っ
て
い
た
だ
い
た
才
川

さ
ん
・
磯
目
さ
ん
・
加
藤
さ

ん
。
会
計
の
佐
々
木
明
子
さ

ん
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し

た
。大

田
支
部

和
田

栄
子

第
五
回

道
路
連
絡
会
報
告

二
月
十
九
日
（
火
）
一
時

〜
台
東
区
民
会
館
で
「
東
京

大
気
汚
染
公
害
裁
判
和
解
条

項
」
に
基
ず
く
道
路
問
題
連

絡
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

当
日
は
悪
天
候
と
、
こ
の

と
こ
ろ
の
厳
し
い
寒
さ
に
体

調
不
良
の
患
者
も
多
く
、
参

加
者
は
六
十
二
名
で
し
た
。

上
の
写
真
左
上
部
が
被
告

側
で
す
が
、
ず
ら
〜
り
と
並

ん
で
い
ま
す
ね
。

総
括
的
な
課
題

①
自
転
車
走
行
空
間
の
整
備

②
激
甚
交
差
点
対
策

③
大
気
観
測
体
制
の
充
実

④
大
型
貨
物
自
動
車
の
走
行

規
制
拡
大

要
求
を
出
し
た
地
域

①
文
京
の
公
害
対
策

（
小
日
向
拡
幅
・
緑
化
充
実
）

②
足
立
の
公
害
対
策

（
環
七
通
り
対
策
・
自
転
車
道
）

③
葛
飾
の
公
害
対
策

（
国
道
六
号
線
新
宿
拡
幅
・
緑
化
）

④
江
戸
川
の

公
害
対
策

（
小
松
川
拡
幅

緑
化
・
自
転
車

道
）

⑤
板
橋
の
公
害
対
策

（
歩
道
緑
化
・
自
転
車
レ
ー
ン
）

⑥
千
代
田
の
公
害
対
策

（
岩
本
町
交
差
点
に
測
定
局
設
置
）

⑦
大
田
の
公
害
対
策

（
南
蒲
田
立
体
・
歩
道
色
分
け
）

⑧
品
川
の
公
害
対
策

（
品
川
駅
〜
新
八
ッ
山
橋
再
検
討
）

時
間
切
れ
の
た
め
品
川
の

残
り
・
荒
川
・
目
黒
は
続
会

で
つ
め
る
こ
と
に
な
り
ま
し

た
。

真剣に聞き入る傍聴席の原告と支援のみなさん

道
路
問
題
連
絡
会
と
は
？

二
〇
〇
七
年
に
解
決
し

た
「
東
京
大
気
汚
染
公
害

裁
判
」
解
決
の
条
件
と
し

て
、
和
解
条
項
に
公
害
対

策
が
約
束
さ
れ
ま
し
た
。

私
た
ち
原
告
側
は
要
求

を
出
し
て
、
被
告
（
国
・

東
京
都
・
首
都
高
速
株
式

会
社
）
が
ど
こ
ま
で
実
行

し
た
か
を
確
認
し
ま
す
。

年
一
回
行
わ
れ
ま
す
が
、

第
五
回
で
す
か
ら
、
裁
判

解
決
か
ら
五
年
が
過
ぎ
た

の
で
す
ね
。

原告団から和田さんが発言


